
ラ
イ
ガ
ミ
ネ

ヨ
リ
チ
寄
地

鼠
京
都
諸
橋
郷
の
七
海
(
奇
七

見
U

に
近
い
務
停
を
い
ふ
o
今
枇
っ
て
況
里
地
と
す

る
P
能
号
名
跡
志
に
、『
磁
に
谷
地
と
い
ふ
節
あ
り
。

H
h
の
昔
鵜
川
の
天
品
川
の
御
前
跡
、
部
付
の
大
紋
・依

総
に
来
。
て
待
り
給
ふ
也
。
今
は
筑
前
に
な
り
で
あ

り
。
』
と
あ
る
。

ヨ
リ
ト
モ
ヅ
カ

叙
朝
塚

i
ミ
ヨ
ウ
セ
Y
ジ

明
泉
寺
。

ヨ
ロ
コ
ピ
グ
サ
悦
草

一

一
加
。
流
文
十一

一
年
今

枝
直
方
若
。
前
刷
利
治
及
び
光
一
一
同
に
闘
す
る
説
話
を

蛾
せ
、
侮
係
そ
の
語
読
の
名
を
都
げ
て
ゐ
る
。
別
に

市
世
話
と
泌
す
る
本
も
あ
っ
て
、
そ
れ
も
寛
文
十
二
年

の
詰
と
な
っ
て
ゐ
る
が
悦
草
の
稲
本
ら
し
い
が
、
設

話
も
文
体
も
閉
山
間
が
あ
る
o

-

ヨ
ロ
ヅ
イ
チ

辺
市

臥
宅
郡
輪
ぬ
の
風
車
問
で

侮
初
聞
か
れ
る
鮮
魚
・野
誌
の
館
腐
を
い
ひ
、
四
・九

の
日
に
は
大
市
が
聞
か
れ
た
。
段
村
治
家
の
主
焔
が

乎
討
を
聞
に
被
り
、
英
隆
を
一
枚
協
傍
に
蚊
き
、
お

さ
三

O
程
・幅
六

O
鰹
・緊
三

O
樫
許
の
抑
制
に
繭
品
を

入
れ
て
前
に
芭
い
て
座
す
る
が
、
降
雨
の
日
は
番
傘

校
指
し
、
件
，R
し
て
政
っ
た
。

ヨ
ロ
ヅ
ハ
ナ
シ
シ
ヨ

湾
問
書
』
プ
ド
ウ
テ
チ

ジ
ヨ
ワ
タ
グ
シ
コ
カ
ガ
ミ
武
道
致
知
都
私
小
鈎
。

以
来
郡
=
一
引
郷
に
幽
す
る
部

ヨ
ロ
ミ

奥
昌
見

務。

-‘一

フ

ラ
イ
イ
ン
ガ
イ
ラ
ン
来
因
榔
忠

越
殺
到
三
州
志
。

雷
グ
峰
鹿
島
郡
西
馬
場
に
近
〈
、

J
エ
ツ
ト
ガ

サ
ン
シ
ユ
ウ

y

ヨ
リ
l
ラ
ン

尉
丈
山
の
主
峰
で
あ
る
。
前
さ
一
入
七
米
。
山
上
に

天
日
陰
比
時
制
祉
あ
っ
て
、

ω民
の
川
明
り
祭
寸
呂
町
な

る
般
に
、
山
由
剖
を
も
雨
の
{
呂
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。

-
7
イ
キ
ヨ
ウ
ジ
来
教
寺

金
滞
下
小
川
町
に
在

っ
て
天
台
宗
に
闘
す
る
。

山
川
町
は
児
沙
門
山
又
は
卯

炭
山
。
究
永
九
年
商
益
寺
四
代
田
叫
廷
の
弟
子
正
林
之

党
側
主
L
、
毘
沙
門
天
守
担
っ
た
。

'
ラ
イ
ゲ
ン
籾
玄

尽
一
吉
田
容
の
倍
。
能
授
の
人
。

初
め
紀
州
以
来
寺
に
京
句
、
妙
t
H
院
玄
皿
作
に
附
出
し

て
抽
出
教
の
拠
能
を
受
け
、
認
に
興
一
制

・
京
大
器
問
寺
に

赴
き
て
険
相
の
尽
を
究
め
、
最
も
幽
明
に
泡
じ
た
。

永
品
開
十
年
玄
携
の
付
蹴
を
受
け
て
妙
符
院
を
留
し
、

天
正
十
二
年
入
月
寂
。
担
七
十
九
。

ラ
イ
ゴ
ウ
ジ

来
週
寺
羽
川
郡
二

口
に
在
っ
て
、

府
民
宗
商
波
に
屈
す
る
。

-7
イ
ゴ
ウ
ジ
来
迎
寺

問
主
部
穴
水
の
大
川
に

在
っ
て
、
提
言
宗
に
邸
す
る
。
山
鋭
は
肋
定
山
。
初

め
背
飽
寺
中
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
能
穀
名
跡
志
に
、

『
山
手
に
来
迎
寺
と
て
統
宗
あ
り
。
旧
民
家
代
々

】耐
阪

市
山
に
し
て
、
寺
領
ご
十
五
石
。
此
の
寺
に
長
谷
部
信

辿
の
絞
倣
あ
り
。
今
武
他
獄
祉
と
矧
あ
り
。
是
自
作

の
媛
品
開
に
し
て
脊
初
あ
る
也
。
』
と
あ
る
。
こ
の
枇
附

に
鋭
の
地
が
あ
る
。
信
辿
が
そ
れ
に
自
体
を
川
町
じ
て

品
開
を
刻
ん
だ
と
い
ひ
、
叉
寺
の
鎮
守
の
稲
荷
明
訓
は

信
辿
が
抑
制
し
た
な
ど
L

い
ふ
が
、
凡
ベ
て
似
M
酬に

泊
ぎ
ぬ
。
寺
山
植
木
遊
説
師
如
来
箆品川
体
前
八
六
魁
は

鎌
れ
末
期
の
作
と
認
め
ら
れ
、
能
阜
句
作
帥
帥
地
問
附
の
内

大
川
薬
師
と
呼
ば
れ
た
も
の
。
叉
木
彬
肋
定
山
の
扇

額
は
、
謀
訟
が
創
出
附
し
て
ゐ
ろ
が
、
臨
仁
元
年
了
亥

七
周
一
日
の
作
と
判
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ラ
イ
ザ
ン
来
山

↓
シ
ミ
ザ
ラ
イ
ザ

y

狭
山
。

官
洲
惟
裁

ラ
イ
シ
ユ
ウ
イ
モ
h
y

金
剛
押
印
刷
宗 水

天
徳
院
七
代
の
住
待
。
柑
M
M
m
b
年
五
月
六
日
抜
。

-
7
イ
シ
ョ
ウ
ジ
梨
生
寺

能
決
細
川
に
在
っ
て
、

奨
宗
明
刑
訴
に
臨
す
る
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ

雷

鳥

稲

品
の
箆
す
る
は
部
門
り
白

山
の
み
に
限
ら
ぬ
が
、
そ
の
白
山
に
後
む
も
の
が
古

来
最
も
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
部
定
の
徒
に
よ
っ
て

宣
併
せ
ら
れ
た
鈎
で
あ
ら
号
。
部
貌
草
に
ら
い
の
烏

白
山
に
あ
る
と
し
、
夫
木
抄
答
品
H

況
に

『
正
治
二
年

J

百
尚
倣
後
鳥
羽
院
御
製
。
白
山
の
紙
の
木
陰
に
か
f
、、

ろ
ひ
て
や
す
ら
に
佐
め
る
ら
い
の
烏
か
な
。
』
ま
た
従

一
一
位
家
除
卿
の
赦

『
あ
は
れ
な
り
越
の
自
制
に
住
む

烏
も
松
を
た
の
み
て
よ
そ
あ
か
す
ら
ん
。
』
新
畑
山
六
帖

に
も
九
侠
一=
位
人
道
知
家
『
白
山
の
容
の
う
ち
に
も

磁
ふ
か
き
松
を
た
の
み
て
品
ゃ
な
く
ら
ん
。
』
な
ど
L

も
あ
弔
。
正
徳
年
間
前
倒
綱
紀
抗
工
を
し
て
之
札
官
捕

か
し
め
、
伊
際
取
慌
の
文
を
促
す
る
に
及
ん
で
命
名

古川く
、
前

m苦
徳
も
亦
格

m奥
兵
衛
に
号
制
制
し
て
悶

せ
し
め
た
。
但
し
前
川
治
怖
が
締
旧
日
川
直
に
刷
せ
し

め
、
柴
間
前
巣
山
に
杷
せ
し
め
た
と
い
ふ
の
は
越
巾
市

山
の
も
の
で
あ
っ
た
。
街
附
治
涼
の
諸
閥
恩
人
談
〈
見

保
〉
に
は
、『
越
の
白
山
に
慌
の
烏
と
い
ふ
あ
り
。
加

を
〈
ら
ふ
烏
と
い
へ
り
。
』
と
記
し
、
労
上
挺
立
の
越

前
凶
名
制
考
ハ
文
化
)
に
は
、『
此
御
山
に
ら
い
と
い
ふ

態
品
あ
り
o
M
h
形
縦
子
に
似
た
り
。
慌
に
は
不
ν
見。

制
定
す
弔
入
の
巾
に
信
心
あ
る
者
、
或
は
心
正
直
な

呂
人
に
は
出
削
れ
て
見
ゆ
。
』
と
総
せ
る
。

ラ
イ
ド
ウ

来
同

石
川
川
中
村
剛
却
に
臨
す
る
部

部
。
大
正
十
年
創
逝
と
合
併
し
て
中
，
郷
と
桝
す
る

こ
と
に
し
た
。

ラ
イ
ニ
ユ
ウ
ジ

来
入
寺
羽
咋
制
上
棚
に
在
っ

て
、
提
出古
来
援
に
図

1
る。

ラ
イ
ハ
タ
シ
ン
シ

来
紛
紳
旨
二
加
。
石
田
間
千

対
話
。
広
永
六
年
米
舷
の
来
た
後
凶
論
の
制
限
せ
る

圃

-
7
イ
マ
ル

来

丸

能

誕
附
山
上
郷
に
印
す
る
部

軒
。
能
襲
名
蹴
誌
に
、
こ
の
村
に
け
い
と
〈
寺
の
険

制
が
あ
る
と
肥
す
る
。

ラ
タ
コ

禦
手

』
キ
ヨ
カ
ネ
ヤ
ラ
ク
コ

原
繁
乎
。

際
、
若
者
が
我
が
御
山
内
古
杷
録
に
徴
し
、
開
制
ょ
。

の
凶
慌
を
論
縛
し
て
、
諸
外
凶
と
通
商
す
る
は
耐
訪

に
逝
ふ
道
た
る
こ
と
を
宅
磁
し
た
も
の
o
此
の
お
ば

近
世
諸
都
来
舶
集
と
紡
妹
前
で
あ
り
、
明
治
=
一
十
九

年
版
刻
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ラ
イ
フ
セ
キ
雷
父
右

珠
洲
郡
木
ハ部
務
名
〉
に

あ
る
と
い
ふ
。
能
猿
誌
に
、『
此
村
に
前
交
石
と
一
百
あ

り
。
宿
す
れ
ば
土
中
よ
り
凶
作
み
山
剖
れ
、
初
止
め
ば
地

へ
沈
み
入
る
な
り
。
堅
人
は
榊
戸
石
と
呼
べ

h
。
臼

き
大
一
告
に
て
誠
に
不
思
終
な
る
石
な
り
。
』
と
却
す

司
令
。

ラ
イ
フ
ン
ジ
ユ
ウ

智
粉
銃

一由来
の
火
組
問
，
に

は
な
〈
、
訴
管
を
用
ひ
て
波
火
せ
し
め
る
銃
を
い
」
。

文
久
三
年
三
且
の
令
に
、
『
川町ぬ
・巾
島
商
流
筒
方
位

相判
JL
ハ刀
、
以
来
初
粉
仕
懸
御
附
に
御
配
役
成
候
。
』
と

あ
る
。
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ラ
ッ
プ
ス
ウ
ヨ
ウ
ロ
ン
飢
舞
樋
要
論
一

加。

安
政
二
年
入
且
、
加
賀
滞
の
能
大
夫
被
苦
左
年
次
設

観
の
結
。
能
楽
の
沿
革
と
骨
相
川
聞
と
そ
の
必
裂
と
や
一総

説
し
て
、
前
々
数
千
Jd
吐
露
ね
た
も
の
で
あ
る
。

ラ
プ
ラ
l
ス
ゴ
ウ
ら
ぶ
ら

l
す
競
臨
剛
山
三
年

七
月
十

一
日
仙
鐙
ラ
プ
ラ
l

ス
が
閉
山

J

口
港
に
入
っ

た
。
艦
長
カ

γ
メ
ツ
ト
、
来
組
ご
百
人
許
。

ラ
ン
ガ
イ
シ
コ
ウ
商
産
詩
稿

一
加
。
附
山
山
刷

脱
若
。
木
惑
は
弘
化
年
聞
に
成
っ
た
若
者
の
府
稿
で
、

五
言
総
句
二
十
首
、
七
言
絶
句
八
十
二
菌
、
五

L
J

間知

四
十
一
一
首
、
七
雪印仲
十
曲
を
牧
め
た
も
の
で
あ
る。

若
者
は
古
道
を
以
て
門
戸
を
限
っ
た
誌
で
、
作
附
の

九
O
五


